
山
崎
さ
ん
と
中
澤
さ
ん
は
、

今
年
の
2
月
か
ら
本
格
的
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
な
か
り
。

千
曲
市
の
「
ノ
ボ
リ
バ
」
と
長

野
市
の
「
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
」

と
い
う
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ジ
ム

で
活
動
し
て
い
る
。
二
人
は
、

長
野
県
の
強
化
指
定
選
手
と
し

て
国
体
少
年
の
部
に
挑
戦
。
普

段
は
、
橋
詰
正
興
監
督
に
指
導

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
週
に
4

回
活
動
し
、
約
3
時
間
練
習
。

北
信
越
国
体
で
は
、
2
人
合
わ

せ
て
2
位
と
な
っ
た
。
「
2
位

を
取
っ
て
嬉
し
か
っ
た
と
い
う

よ
り
自
分
達
よ
り
年
下
の
新
潟

チ
ー
ム
に
負
け
て
悔
し
か
っ
た
」

と
二
人
は
話
す
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
競
技

に
は
「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
」
と

「
リ
ー
ド
」
が
あ
る
。
「
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
」
は
、
高
さ
５
ｍ
、

幅
６
ｍ
く
ら
い
の
比
較
的
低
い

壁
を
登
る
。
命
綱
な
し
で
２
名

の
選
手
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な

が
ら
、
同
時
に
登
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
難
易
度
の
ル
ー
ト
を
考
え

な
が
ら
踏
破
す
る
。
「
リ
ー
ド
」

で
は
、
高
さ
12
ｍ
以
上
の
壁
を

登
り
到
達
速
度
を
競
う
。
登
る

選
手
は
、
安
全
の
た
め
に
ロ
ー

プ
を
か
け
な
が
ら
登
る
。
ど
ち

ら
の
競
技
も
、
お
互
い
「
足
あ

げ
て
」
「
行
け
る
！
行
け
る
！
」

な
ど
と
声
を
掛
け
合
っ
て
2
人

で
力
を
合
わ
せ
て
上
に
登
っ
て

行
く
。

二
人
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
担
任
の
宮

坂
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
や
り
始
め
た

当
初
は
、
「
自
分
に
は
無
理
だ

な
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
今
は
「
無
理
と
思
う
け
ど
と

り
あ
え
ず
頑
張
る
」
。
二
人
に

国
体
へ
の
意
気
込
み
を
聞
く
と
、

山
崎
さ
ん
は
「
長
野
県
代
表
と

し
て
恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
中
澤
さ
ん
は
「
ま
ぁ
～

と
り
あ
え
ず
頑
張
る
。
上
位
を

目
指
し
て
、
石
も
上
を
目
指
す
」

と
語
っ
た
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

や
っ
て
い
て
楽
し
い
こ
と
辛
い

こ
と
を
聞
く
と
、
「
前
の
日
に

出
来
な
か
っ
た
所
を
次
の
時
出

来
る
と
嬉
し
い
」
「
練
習
中
に

手
が
痛
く
な
っ
て
パ
ン
パ
ン
に

な
っ
た
時
は
辛
い
」
と
言
う
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
に
つ
い

て
は
「
達
成
感
が
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
た
。

山
岳
部
顧
問
の
森
下
先
生
は
、

「
３
月
か
ら
頑
張
っ
て
き
た
努

力
が
実
を
結
ん
で
良
か
っ
た
」

そ
し
て
「
こ
れ
に
甘
え
る
こ
と

な
く
、
全
国
大
会
に
向
け
て
さ

ら
に
努
力
を
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

（
市
川
）

軟
式
野
球
部
が
第
56
回
全
国

高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
北

信
越
地
区
大
会
に
長
野
県
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

今
大
会
は
7
月
30
日
（
土
）
～

8
月
1
日
（
月
）
に
富
山
砺
波

市
で
開
か
れ
、
初
戦
の
相
手
に

新
潟
1
位
の
新
潟
商
業
高
校
を

控
え
て
い
る
。

彼
ら
は
7
月
17
日
（
日
）
に

行
わ
れ
た
県
大
会
2
回
戦
で
長

野
高
校
と
戦
い
、
6
回
コ
ー
ル

ド
の
11
対
１
で
勝
利
。
翌
日
7

月
18
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
決
定
戦
で
は
松

本
工
業
高
校
に
見
事
18
対
2
で

勝
利
し
た
。

主
将
の
3
年
2
組
、
西
澤
慎

太
郎
く
ん
は
「
北
信
越
大
会
で

は
優
勝
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
！
！
」

と
意
気
込
ん
だ
。
3
年
生
に
と
っ

て
は
、
引
退
を
か
け
た
大
事
な

夏
の
戦
い
。
2
年
連
続
の
全
国

進
出
を
目
指
す
。

（
北
澤
）
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作
業
に
ロ
ー
ラ
ー
を
使
う
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
「
コ
ロ

ペ
タ
大
作
戦
」
。
案
は
す
で
に
5

月
ご
ろ
か
ら
出
て
い
た
。
以
前
か

ら
西
上
田
か
ら
の
通
学
路
に
生
徒

が
横
に
広
が
っ
て
歩
き
、
自
動
車

の
通
行
の
邪
魔
に
な
り
、
ま
た
危

険
だ
と
の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。
市
役
所
土
木
課

に
連
絡
を
取
っ
た
の
を
は
じ
め
、

本
美
教
頭
先
生
が
窓
口
と
な
り
各

方
面
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

下
塩
尻
自
治
会
の
皆
さ
ん
、
市
土

木
課
主
任
の
松
下
さ
ん
、
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
部
、
教
頭
先
生
の
「
四

者
」
は
、
7
月
4
日
（
月
）
に
集

ま
り
、
現
地
を
見
な
が
ら
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
と
い
う
。

「
大
作
戦
」
当
日
の
参
加
者
は
、

総
勢
35
名
。
市
土
木
課
の
皆
さ
ん

3
名
、
業
者
さ
ん
3
名
、
下
塩
尻

自
治
会
の
皆
さ
ん
4
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

施
設
委
員
の
皆
さ
ん
5
名
、
横
関

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
さ
ん
、
校
長
先
生
、

教
頭
先
生
、
村
山
先
生
、
Ｄ
プ
ロ

部
16
名
の
心
強
い
チ
ー
ム
が
結
成

さ
れ
た
。
道
具
や
ペ
ン
キ
等
は
市

で
負
担
し
て
も
ら
え
た
そ
う
だ
。

作
業
は
朝
8
時
30
分
に
開
始
さ

れ
、
す
べ
て
の
作
業
が
終
了
し
た

の
は
11
時
50
分
。
参
加
し
た
Ｄ
プ

ロ
部
の
塩
入
美
由
希
さ
ん
は
「
晴

天
に
恵
ま
れ
て
暑
く
て
少
し
疲
れ

た
け
ど
、
完
成
し
て
道
路
を
見
た

ら
キ
レ
イ
に
緑
の
ロ
ー
ド
が
出
来

て
い
て
嬉
し
か
っ
た
。
下
地
塗
り

を
真
っ
直
ぐ
塗
る
こ
と
が
大
変
だ
っ

た
。
こ
の
道
で
西
高
生
が
東
側
通

行
を
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
」
と
ほ
っ

と
し
た
表
情
で
話
し
た
。
（
芹
沢
）

千
西
一
遇
、
第
14
号

を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
校
の
皆
さ
ん
、
西
高

祭
お
疲
れ
様
で
し
た
！

第
47
回
西
高
祭
は
ど
う

で
し
た
か
？
皆
さ
ん
の

心
に
残
る
よ
う
な
思
い
出
が
で

き
て
い
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
賞
を
も
ら
え
た
ク
ラ
ス
・

部
活
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
☆

文
化
祭
が
終
わ
り
、
い
よ
い

よ
明
日
か
ら
は
夏
休
み
で
す
。

是
非
楽
し
い
夏
休
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。
夏
休
み
中
に
全
国
総

文
祭
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
福
島
県
会
津
若
松
市
に
3

日
間
行
っ
て
参
り
ま
す
。（

芹
沢
）

編集後記

事故をなくそう

西上田駅南口ロータリーか

ら上田西高校までの通学路約3

00メートル間にペンキ塗装を

する「コロペタ大作戦」が7月

16日(土)に行われた。地元自

治会、PTA、Dプロ、上田市土

木課の共同による「大作戦」

は、西上田駅からの通学路の

東側通行を徹底し、歩行者の

安全を守るために実施された。

☆
山
岳
部
☆
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
☆
国
体
☆

、

90度以上の壁を駆け上がる中澤さん

山崎さん、壁に挑む

「
コ
ロ
ぺ
タ
」
で
綺
麗
な

グ
リ
ー
ン
地
帯
が
出
現

全国国体へ進む二人 左から山崎菜美子さん、中澤栞菜さん

初の「新聞委員会」の垂れ幕も！


